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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

 中国ワコール
 1/23： 武漢市10店舗閉鎖、 

セールス・販売員は自宅待機 
店舗6割休業・ 
4割営業時間短縮

 2月中旬： 事業所・工場再開、 
半数が在宅勤務 
店舗3割休業・ 
7割営業時間短縮

ほぼ全店舗で営業再開 4/20：全店舗営業再開

 米国ワコール  ロックダウン。店舗休業並びに外出禁
止、在宅勤務

4/29：店舗順次再開 5月中旬～下旬：店舗6割営業再開 6/29：ほぼ全店舗営業再開 全店舗営業再開

 ワコールヨーロッパ  ロックダウン。店舗休業並びに外出禁
止、在宅勤務

 オーストラリアの一部の 
店舗以外ほぼ休業

6/15：店舗順次再開 中旬ほぼ全店舗営業再開

 （株）ワコール（国内）

1/24： 武漢市への渡航禁止、中国の 
その他の地域への出張自粛

1/31： 販売員のマスク着用を指示
（WEBに掲載）

2/19： 海外出張・私的旅行自粛
2/21： 「新型コロナウイルス感染症 

対策本部」の設置

3/1： 時差出勤・在宅勤務実施 
（内勤）

3/2： 対応策を発信（在宅勤務、 
出張禁止など）

九州工場にてマスク製造・ 
全社員に配布

4/3： 店頭フィッティング制限
4/7： 緊急事態宣言対象地域 
（勤務・在住）の外勤者は 
自宅待機（休業）

4/8： 週1の休業日設定（内勤者）
4/17： 百貨店・専門店全店休業 

（量販店は全店営業） 
外勤者は自宅待機

5/1： 新京都ビル「応援ライトアップ」
開始

5/26：店舗営業再開
工場： （九州・北陸）休業 

（新潟）一部のみ稼働

6/15： 週1休業日解除、出勤率 
50%に、国内出張解禁、 
海外出張は原則禁止

工場：  （九州・北陸）週4休業 
（新潟）稼働

7/1： 在宅勤務週2日を目安
工場：（九州・北陸・新潟）稼働

新型コロナウイルス感染症による
当社グループへの影響と対応

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

世界全体の動き
1/20： 中国、新型肺炎を法定伝染病に認定
1/23：武漢市封鎖
1/30：WHO、緊急事態に相当と宣言

2/11： WHO、ウイルスを「COVID-19」と命名
2/25： 中国の中小企業操業再開30%に 

とどまる

3/11：WHO、世界的なパンデミックと宣言
3/24：IOC、東京五輪延期発表

4/3：世界の感染者100万人突破
4/8：武漢市封鎖解除

5/21：世界の感染者500万人突破 6/28：世界の感染者1,000万人突破

日本国内の動き

1/15：神奈川県で国内初感染者
1/28： 新型コロナウイルス感染症を 

「指定感染症」とする
1/31：経産省 :対策本部設置

2/3： ダイヤモンド・プリンセス号、横浜に 
停泊

2/13：神奈川県で初の感染者死亡判明
2/25： リモートワークなど呼びかけ「新型コ

ロナウイルス感染症対策の基本方針」
決定

3/9：中国、韓国全土からの入国制限
3/14： 「新型インフルエンザ等対策特別 

措置法の一部を改正する法律」施行
3/19：「専門家会議」開催

4/7： 「緊急事態宣言」発令（7都府県）
4/8：百貨店など臨時休業に入る
4/16：全国に「緊急事態宣言」発令

5/1：経産省、持続化給付金の申請受付開始
5/3：国内感染者1万5千人突破
5/14：39県で緊急事態宣言を解除
5/21：関西3府県で緊急事態宣言を解除
5/25：5都道県で緊急事態宣言を解除

6/2： 初の「東京アラート」  
都民に警戒呼びかけ

7/7： 日本国内の累計感染者数が2万人突破
（ダイヤモンド・プリンセス号の感染者 
除く）

7/17： 無症状の人に対するPCR検査など
が可能に

新型コロナウイルス感染症の拡大影響・出来事（2020年）

ワコールグループの月別売上高推移と国内・海外における対応（2020年）

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた店舗の営業停止や外出制限などの措置により、当社グループの事業活動は非常
に大きな影響を受けています。当社グループではお客さま・お取引先・従業員の健康・安全を第一にしながらも、これまでの施策
や支出計画の見直しを図るとともに、以前から進めるデジタル・トランスフォーメーション（DX）の取り組みを加速させています。
消費者の価値観や流通の変化を冷静に見極めると同時に、グループ全体で「事業の選択と集中」に取り組むことで、安定して利益
を創出できる事業体制への変革を進めます。

 （株）ワコール（国内）
 米国ワコール（IO社を除く）
 ワコールヨーロッパ
 中国ワコール

（納品ベース：前期比%）
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